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要旨 
 
近年の旅行形態の中心が個人旅行に変わって久しいが，個人旅行客のニーズ
も年々多様化している．すべてのニーズや流行を安易に取り入れてしまっては，
その旅館ならではの独自色・個性が薄れてしまう．顧客ニーズや流行を自館独
自の解釈で取り入れていくことが求められる (ホテル旅館  2015)．  
ホテル・旅館業の休廃業・解散件数は 100 件を超える状態が続いており，2010
年以降の倒産の多くが，過度の設備投資というよりは慢性的な売り上げ低下を
主因とした小規模倒産であり，中小の事業者は厳しい環境下でいかに集客する
かという点が課題となっている（SPEEDA 2015)．  
また，近年のインターネットの普及により，宿泊施設を検索・予約する手段
としてオンラインの宿泊予約サイトの利用が主流になっている．したがって，
宿泊施設はいかにして宿泊予約サイトで自宿の魅力を伝えることができるかが
今後の課題となっている．  
そのような中，近年ではあるコンセプトを設定・統一し，ある一定のニーズ
を持ったターゲットにのみ注力して集客を狙う宿泊施設が増えている．コンセ
プトとは，宿泊施設の特徴を表したものや集客したい客層をそのまま表現した
もので，これらを設定・発信することは，ターゲットを設定しない大衆向けの
宿泊施設からの差別化戦略の一種であるとも言える．  
本研究は，宿泊施設が設定・発信するコンセプトの種類や特徴を明らかにし，
それらのコンセプトを設定・発信している宿泊施設にも共通の特徴があるのか
を導き出すことを目的とする．また，本研究はコンセプトを設定・発信してい
る宿泊施設全体が，それ以外の宿泊施設とはどう違うのかを，宿形態，分布状
況，宿泊同行者，旅行目的の観点から導き出すことも試みる．  
最初に，本研究は宿泊予約サイトの楽天トラベルを利用してここで扱うコン
セプトとコンセプト宿のデータを抽出した．その結果，コンセプトの種類は 294
件，それらのコンセプトを設定・発信するコンセプト宿数は 1,634 軒であった．
そして分析では，本研究はコンセプト宿のデータとともに宿形態の記載のある
宿泊表（2017）を利用した．  
 
 
 次いで，本研究は抽出したデータをもとにコンセプト宿それぞれの宿泊レビ
ューを用いてコンセプト宿の特徴を把握した．その結果，コンセプト宿を利用
した宿泊者による宿泊レビューから，コンセプト宿の方がそれ以外の宿に比べ
て家族での利用が非常に多く，一人での利用は非常に少なくなっていたことが
分かった．また，同行者は恋人との利用も多く，仕事仲間との利用は少ないこ
とも分かった．コンセプト宿はビジネスではなく観光を目的とした旅行者に利
用される傾向にあることが分かった．「隠れ家」，「大人」などいくつかのコンセ
プトは宿泊レビューの数値評価において平均値がかなり高くそれらの分散値も
非常に低い事から，コンセプト宿は利用者から高評価を受けている宿といえる．
宿形態に関してはコンセプト宿の方がそれ以外の宿に比べて，旅館とホテルの
割合が低くなり，その分ペンション・ゲストハウス・オーベルジュの割合が高
くなっている．  
 さらにコンセプト宿の全国的な分布傾向から，観光目的の宿泊客が多い宿泊
施設の激戦区ではコンセプト宿の出現率が高いことも分かった．．反対にビジネ
ス目的の宿泊客が多く，別の観光地への経由地にもなりやすい主要都市では，
宿泊施設が多い激戦区にもかかわらずコンセプト宿は少ないことが分かった．  
コンセプト宿の全国分布より，コンセプト宿が特に密集しているのは従来か
ら宿泊施設の多い温泉街の地域であった．それに次いで密集しているのが東
京・沖縄・京都・大阪・札幌のように，国内外から人気の高い都市部の観光地
であった．例えば，既存の温泉宿が宿泊施設単体としての生き残りを懸けて，
温泉とは別の新たな付加価値を付けてコンセプトとして発信するというケース
が考えられた．他方で，最近のインバウンドの増加などでインバウンドだけで
なく国内旅行者にとっても宿泊施設が不足している中，次々と新しい宿泊施設
がオープンし，競争が激化する中で宿泊施設の他の宿との差別化を図る意味で
コンセプトを設定していると考えられる．  
都道府県ごとの全宿泊施設数とコンセプト宿数のデータから，宿泊施設数と
コンセプト宿数には強い正の相関がみられた．宿泊者数と合わせて考慮すると，
宿泊施設が密集している激戦区であっても，ビジネスなどの観光目的でない宿
泊者も多く来訪することが見込める地域では，コンセプトを使った差別化戦略
 
 
は比較的行われていない．反対に，観光目的での宿泊者の割合が高く，かつ宿
泊施設の多い激戦区では，コンセプト宿の出現率が比較的高い．  
 また本研究は，コンセプト宿率の高い都道府県に集中して存在するコンセプ
トの原因を，その地域の特徴や条例，施策，団体への聞き取り調査を通じて把
握した．その結果，地域特有の歴史的背景や景観条例，観光資源などによって
生じやすいコンセプトがあることも分かった．  
 コンセプトを今後設定し発信しようとする宿泊施設は，自宿の特徴はもちろ
んのこと，宿泊施設が立地する地域の特徴を十分に把握し，それに見合ったコ
ンセプトを設定・発信する 0 ことが宿泊者にとって満足度の高い評価を得る宿
泊施設になるといえる．  
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1 序論  
1.1 研究背景  
近年の旅行形態の中心が個人旅行に変わって久しいが，個人旅行客のニーズ
も年々多様化している．客室では，ベッドルームを配した和洋室の流行も，日
常の生活スタイルと同じような空間を求める現代個人客のニーズによるもので
ある．これらは，多くの個人客が望む要素ではあるが，すべてのニーズや流行
を安易に取り入れてしまっては，その旅館ならではの独自色・個性が薄れてし
まう．顧客ニーズや流行を自館独自の解釈で取り入れていくことが求められる
(ホテル旅館  2015)．  
帝国データバンク（2016）によるとホテル・旅館業の休廃業・解散件数は
100 件を超える状態が続いている（図 1-1）．また営業を廃止した宿泊施設は，
毎年全体の 6〜7%と少なくない．帝国データバンクによると，2010 年以降の
倒産の多くが，過度の設備投資というよりは慢性的な売り上げ低下を主因とし
た小規模倒産であり，中小の事業者は厳しい環境下でいかに集客するかという
点が課題となっている（SPEEDA)．  
 
図  1-1 旅館・ホテルの休廃業・解散件数推移 （出典：帝国データバンク 2016）  
 
1996 年よりオンライン旅行会社（OTA)が次々と登場し，全国の宿泊施設と
手を組み協定旅館・ホテル制度を作り半世紀に渡って宿泊販売の流れを築いて
きた大手旅行会社は，宿泊の販売方法を見直さざるをえない状況になった（図
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1-2，図 1-3）．消費者はネットを利用していつでも自分で世界中の宿泊施設の
情報を確認して予約ができるようになった（清水  2014）オンラインで宿泊予
約をする際には旅行代理店の店舗と違い，宿泊検討者が自らの判断が必要とな
る（辻井ら  2013）．  
 
 
図  1-2 OTA 販売額とシェア （出典：電通 2015）  
 
 
図  1-3 楽天トラベルとじゃらん net の取扱高・契約施設数の推移  
（観光経済新聞より筆者作成）  
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観光者が宿を選択するにあたって，情報探索を行う理由は大きく 3 つあり，
1 つ目は事前に試験利用できないため，2 つ目は宿によって品質が大きく異な
るため，そして 3 つ目は消費財と比べて，宿を選択し利用する回数が限られて
いる上に，繰り返して同じ宿を利用することが少ないため，である（中村 2004）． 
 Web サイトでは利用者は，検索条件（宿泊日時，地域，価格帯，設備など）
を設定すると，そのような条件を満たす予約可能な宿泊施設の一覧を取得でき，
その中から利用する宿泊施設を決定する．このことからも，宿泊施設側は特に
オンラインの環境において宿泊検討者のニーズに沿い，的確な宿泊施設のアピ
ールを行っていくべきだと考えられる．  
 そのような中，近年ではあるコンセプトを設定し，そのコンセプトで宿泊施
設全体を統一し，ある一定のニーズを持ったターゲットにのみ注力して集客を
狙う宿泊施設が増えてきている（図 1-4）．コンセプトとは，宿泊施設の特徴を
表したものや集客したい客層をそのまま表現したもので，これらを設定・発信
することは，ターゲットを設定しない大衆向けの宿泊施設からの差別化戦略の
一種であるとも言える．  
 ここで不安になるのがターゲットを絞ってしまったら，単純に絞ってしまっ
た分集客が落ちるのではないかということだろう．しかし，宿泊予約サイトな
どで宿泊施設を探すことが多い昨今は，それこそ一部の人気宿泊施設を除いて
は，ダイレクトに宿泊施設を検索されるケースは少なく，キーワード検索やプ
ラン検索，地域検索ができるため，宿泊検討者の側からニーズを明示してくれ
ているのだ．また，ターゲットを絞りそれを発信することには，その宿泊施設
の雰囲気・空気感を維持することにつながる，コンセプトを知った上で利用す
る客層はハードや商品に対するイメージの食い違いがないため満足度を損なう
危険性が少ない，従業員にとっても確立したコンセプトは理解がしやすい，客
層が固定されることで求められるニーズや必要な知識や情報も限定されるとい
ったメリットもある．このことからターゲットを絞っても幅広い集客は見込め，
むしろ上記のメリットを踏まえるとサービス品質を高めることにつながるのだ． 
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図  1-4 コンセプチュアル旅館が注目される月刊ホテル旅館の表紙  
（出典：月刊ホテル旅館 2015 年 4 月号）  
 
 上記のようにコンセプトを設定・発信していることは，集客をするにあたっ
て効果的な手段の 1 つとしてあげられるわけであるが，果たして全ての宿形態
においてこのコンセプト戦略は行われているのか．収容力のある大規模ホテル
でもおこなっているのか，主要観光地や温泉地周辺の宿でも行われているのか，
または一時的に集客を望める時期がある（またはあった）ものの，以前と比べ
て現在はあまり観光客や宿泊客が集まらなくなってしまった地域や，元からア
クセスの良いとは言えないような山岳地域に立地する宿泊施設が行っているの
か．  
 このようにコンセプトを独自に設定し発信している宿泊施設があるわけであ
るが，そのコンセプトのそれぞれの立地・分布している場所には特徴がないの
か，地域の地理的特色，公的施策，時代背景によって生じやすいコンセプトは
あるのか．  
 また，ビジネスホテルは「ビジネス客」をターゲットに特化した一つのコン
5 
 
セプト宿の形態とも考えられるが，他のコンセプト宿は利用者や利用目的がビ
ジネスホテルの「ビジネス」とは違うのではないか．  
 
 そこで，本研究では宿泊施設が設定・発信するコンセプトの種類や特徴を明
らかにし，それらのコンセプトを設定・発信している宿泊施設にも共通の特徴
がないかを導き出す．また，コンセプトを設定・発信している宿泊施設全体が，
それ以外の宿泊施設とはどう違うのかを，宿形態，分布状況，そして宿泊予約
サイトの宿泊レビューから抽出する宿泊同行者（利用者），旅行目的の観点から
導き出す．  
 
 そしてこれらコンセプトの特徴，コンセプトを設定・発信している宿泊施設
の特徴の両方をとらえることで，包括的な宿泊施設におけるコンセプト戦略の
実態を把握するとともに，現在コンセプト戦略を行っていない宿泊施設が今後
コンセプト戦略を行おうとする際の参考データとして，宿泊業界に貢献できる
のではないかと考える．  
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1.2 研究目的  
本研究における目的は，宿泊業界における施設・サービス・ターゲティング
コンセプトの種類を明らかにすること，そしてその中でもとりわけ取り入れら
れているコンセプトの特徴と宿泊施設の要素との関係性を明らかにすることを
目的とする．  
 
1.3 既往研究と本研究の位置づけ  
 研究背景では宿泊施設の売り出し方におけるコンセプトの発信という方法に
ついて述べた．しかしながら，宿泊施設のコンセプト戦略に焦点をおいた研究
は管見の限り行われていない．その理由としては，宿泊施設のコンセプトは決
まった言葉の形をしておらず，ほとんどが短い名詞の状態ではあるが，文章の
ように長い表現をしているものや，同じ意味を指していても言い回しの微妙に
異なる言い方をしているコンセプトも中には存在するため，機械的にコンセプ
トワードを収集することが困難で現状，1 つ 1 つの宿泊施設の情報を手作業で
見て抽出するしか方法がなく，手作業による抽出は時間がかかるためではない
かと考えられる．したがって，本研究ではこのコンセプト抽出を行うことが今
までデータのなかった研究になるのではないかと考える．  
コンセプトに非常に近い研究としては，大野（2015）による旅館の USP 戦
略についての実態調査がある．USP とは，Unique Selling Proposition の略で
「独自のウリ」のことである．小規模旅館が今後の宿泊市場に対応していくた
めのマーケティング戦略の 1 つとして旅館独自のウリを武器にして集客を狙う
という点である．しかし USP は「独自の」ウリであるため，同じコンセプト
を設定している宿泊施設は取り上げられておらず，唯一無二の表現方法をして
いる宿のみが対象となっている．そのため，研究対象も 6 つの旅館に絞られて
おり，またそれぞれへの聞き取り調査であるため，コンセプトを設定・発信し
ている宿泊施設全体の特徴を定量的に把握するには至っていない．また，どう
しても研究対象が小規模宿泊施設だけに絞られてしまい，様々な形態の宿泊施
設を網羅的には見られてはいない．  
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 同様に，宿泊施設の差別化やリブランドに関する経営実態や経営方針の研究
では，浦による奥能登（浦 1992）や湯布院温泉（浦 2000），山間温泉地（浦
2001），泉佐野市犬鳴山温泉（浦 2002），南紀白浜温泉（浦 2003），東鳴子温
泉（浦 2007），別府温泉（浦 2008），城崎温泉（浦 2009a），和倉温泉（浦 2009b）
などを対象とした小規模旅館の経営動向に関する研究がある．これらはすべて
研究方法が聞き取り調査であり，開業年・年商・従業員数・敷地面積などの，
対面の聞き取りでしか手に入れることができないであろう宿泊施設の詳細情報
が得られており，それらを考慮した分析と考察を行っている．しかし聞き取り
対象が 4 軒程度であるため全体の傾向を知るには不十分である．  
 他の宿泊施設に関する経営戦略に関する研究では，宿泊施設の従業員のホス
ピタリティや職場環境，教育環境といった人的資源・サービスに焦点をおいた
ものが大半を占めている．宿泊施設全体を取り上げた研究については，星野リ
ゾートを扱った中藤（2005）のようなある 1 つまたはいくつかの宿泊施設の経
営に関する事例研究が多く，共通のコンセプトを持った複数の宿泊施設を包括
的に分析した研究は管見の限りない．  
 また，宿泊予約サイト（OTA）に関する研究は，宿泊予約サイトの 1 つの機
能である宿泊レビューのデータを利用した研究が多い．岡田ら（2015）は旅行
者レビューから評価文系パターンの抽出について，沢田ら（2013）は口コミデ
ータを用いた旅行者モチベーションについて，久保田（2016）は口コミデータ
のテキストマイニング，田邊ら（2008）は宿泊レビューを用いた戦略立案の可
能性について研究を行っている．このように宿泊レビューを利用した研究のほ
とんどが宿泊レビューの 1 つの構成要素である口コミデータを扱っている．  
 一方で，辻井ら（2011，2013，2014）は宿泊レビューの中の口コミだけで
なく，数値評価や宿泊利用用途（旅行目的）のデータも利用した研究をしてお
り，口コミのテキストデータだけでなく，数値評価や旅行目的といった要素の
研究への有用性を示している．  
 
 これらのことから，本研究は宿泊施設コンセプト戦略に関わる宿泊施設を宿
泊予約サイトなどのデータを使用して定量的に分析することで，コンセプトを
設定している宿泊施設，似たコンセプトを設定している宿泊施設の全体像を把
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握する．これにより，宿泊施設の形態や規模によって対象宿泊施設を限定せず
に分析を行うことができる．  
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2 コンセプトの定義とコンセプト宿の抽出  
2.1 用語の定義  
はじめに本研究で扱う用語の定義を行う．  
 
本研究における「宿泊施設」とは，旅館業法（厚生労働省  1948）に基づき
旅館業を営む 4 種類（ホテル，旅館，簡易宿所，下宿）と定義する．また，近
年増加し話題にもなっている「民泊」に関しても，旅館業法民泊のみを本研究
では宿泊施設として扱うこととする．  
 
 本研究における「コンセプト」とは，宿泊施設への集客を狙うために宿泊施
設それぞれが設定する，宿泊施設全体を統一して表現した，ある一つまたは複
数のテーマを言葉で表現したものとする．また，宿泊施設が「〇〇がテーマ」，
「〇〇をコンセプトに」と表現しているものに関しても，「〇〇」をコンセプト
とみなす．したがって，ある一つの設備やアメニティ，料理などを売りにして
いる場合，宿泊施設全体を統一したものとは言えないので本研究ではコンセプ
トとして扱わない．  
 
 また，本研究ではコンセプトを複数のグループに分けた．  
宿泊施設のターゲットをそのまま表現したものは「ターゲティングコンセプ
ト」，内装または外装，またはその両方をあるコンセプトで統一したものは「施
設コンセプト」，宿泊施設が提供するサービスの内容があるコンセプトで統一さ
れたものは「サービスコンセプト」，そして上記 3 つのコンセプトのいずれか
複数を跨いだものを「複合コンセプト」と定義した．  
 
 本研究における「コンセプト宿」とは，上記の「コンセプト」を宿泊予約サ
イトの楽天トラベルの宿検索結果一覧において，宿名または宿説明文で表現・
発信している宿泊施設であると定義した．  
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2.2 対象コンセプトの選定  
本研究で扱うコンセプトを抽出するために予備調査として，2016 年 4 月か
ら 6 月の期間において，様々な宿泊情報サイトから特集の組まれているものを
探し，その中で本研究でのコンセプトになりうるものを抽出した (表 2-1)．  
 
表  2-1 予備調査で抽出したコンセプトと思われるもの  
ペット  男性  一人旅  外国人  
女性  バリアフリー  子供  一日一組限定  
カップル  記念日  グループ  離れ  
隠れ家  家庭的  学生   
シニア  受験  就職活動   
大人  農業体験  親子   
（予備調査により筆者作成）  
 
予備調査で使用した宿泊予約サイトは表 2-2 のとおりである．  
 
なお，本研究では宿泊予約サイトを使用してコンセプトとコンセプト宿を抽出
した．2013 年に日本政策金融公庫から発表された「国内宿泊施設の利用に関す
る消費者意識と旅館業の経営実態調査」によれば，消費者が宿泊施設を探した
り，調べたりする際の方法（複数回答）は，回答者 5,000 人に対して「宿泊サ
イト」（81.9％）が最も多く，以下「宿泊施設が作成・公開しているホームペー
ジ」（47.3％），「旅行代理店（代理店のチラシ・カタログを含む）」（22.9％）と
なっている．また，消費者が宿泊施設を予約する際に最も多く行っている方法
（単一回答）は，「宿泊サイト」（45.3％）が最も多く，以下「宿泊施設に直接
申し込む（インターネット）」（33.1％），「宿泊施設に直接申し込む（電話，FAX）」
（10.8％）となっている．これらの調査結果を基に，宿泊施設が掲げるコンセ
プトに関する研究を行うにあたり，宿泊検討者が一番利用し目にする場所であ
る宿泊予約サイトを  
本研究で利用することは妥当であると判断した．宿泊予約サイトの中でも楽天  
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表  2-2 予備調査でコンセプトのアイデア抽出の際に参考とした宿泊予約サイト  
楽天トラベル  EA らくだ倶楽部  温 泉 ぱ ら だ い
す九州  
relux(リラックス ) 
じゃらん net ベストリザーブ・  
宿プラザ  
日本旅行  ウィラートラベル  
るるぶトラベ
ル  
阪急交通社  The お
宿  
東 武 ト ッ プ ツ
アー  
たびらい北海道  
JTB ゆこゆこネット  ＠ホテル  たびらい沖縄  
スマ宿（HIS) JAL イージーホテル  エ ク ス ペ デ ィ
ア  
福利厚生倶楽部会員専
用サイト  
一休 .com yoyaQ.com（ヨヤキュ
ードットコム）  
Hotels.com スカイマーク国内宿泊
予約「宿らくネット」  
近畿日本ツー
リスト  
マ ッ プ ル ト ラ ベ ル
(MAPPLE トラベル）  
Booking.com Ozmall（オズモール）  
Yahoo!トラベ
ル  
ベネフィットステーシ
ョン  
ホ ス テ ル ワ ー
ルド  
WELBOX 
（予備調査により筆者作成）  
トラベルを選定した理由としては観光経済新聞（2018）によると，宿泊施設
の登録（契約）数が 31,000 軒であり，数ある宿泊予約サイトの中で一番多い
こと，総取扱高が約 5,568 億円でじゃらん net に次いで 2 番目であることから
である．  
予備調査により抽出したコンセプトワード（類似も含む）と，「テーマはカ
ナディアンスタイルです」「自然との共生がコンセプト」といった直接的な表現
が宿名もしくは説明文に明記されている宿泊施設を楽天トラベル登録宿
26,659 件の中からすべて手作業で抽出した．  
その結果，コンセプト宿数は 1,634 件，コンセプトの種類は 294 種類となっ
た．抽出したコンセプトワードを表 2-3 に示す．そしてそれぞれのコンセプト
を発信している宿数を現した表を付録 1 に示す．   
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表  2-3 コンセプト一覧  
１６室の小さな宿  ミュージアム  戦国武将  
８０年代  モダンアジアン  船  
ＣＯＲＤ（心）  もっとよい眠り  船の船室  
eco もっとよい眠りを  禅  
INN&RESORT モンゴルのゲル  素  
ＮＯＯＳＡという隠れ家  ゆとりと癒し  素泊まり  
NY カフェ風  ヨーロッパ風  巣み処  
NY スタイル  ヨーロピアンブリティッシュ  相撲  
ＲＩＳＶＥＧＬＩＯ (目覚め）  ラグジュアリーに過ごす！  蔵  
SL ランプの宿  体に優しい  
TIMELESS COOL リゾート＆リラックス  体の内外からキレイになる  
アウトドア  リラクゼーション  体質改善  
アクティビティ  リラクゼーション＆ネイチャー  貸別荘  
アザラシの見える宿  ログハウス風  大人  
アジア  ロックスター  大人が滞在を愉しむ  
アットホームなホテル  ワインと月と湯の香り  大人のくつろぎと癒し  
アットホームな雰囲気  安く・気軽に・便利に  大人のリゾート  
アミューズメント型  安らぎと寛ぎ  大人の自由な時間  
アメリカ  一日一組  大人の女性  
アメリカンスタイル  一日一組～二組限定  大人の二人  
アラブ  一日一組限定  大人の二人限定  
アルプスの山小屋  隠れが的  大人限定  
アルプスの宿  隠れの湯  大人専用  
イタリア  隠れ家  大正  
インドアキャンプ場  隠れ家リゾート  大正ロマン  
エーゲ海リゾート  隠れ家的  卓球  
エステ  隠れ家風  男性専用  
おとぎの世界  隠れ宿  地球と人に健康を  
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オランダ美術館を模したお城  隠れ里  地中海のリゾート地，リビエ
ラ  
お花見  英国  地中海の白い家  
お菓子  英国の古城  地中海風リゾート  
お気軽に  英国マナーハウス  竹取物語  
お二人様専用  英国貴族の別荘と農園  中世イタリアの修道院  
かくれ里  欧風田舎暮らし  中世ヨーロッパ風  
カップル  欧米  中世浪漫の隠れ宿  
カップル限定  沖縄の民家  町屋風  
カナディアンスタイル  花  町屋風西洋式ホテル  
カリフォルニア  花鳥風月  鉄道の旅  
カントリー風  海の隠れ家  天空の楽園  
キャンプリゾート  外国のアパートメント  伝統・継承・再生  
ギリシャ  街と繋がるホテル  田舎体験  
ギリシャ風  学校  田舎風レストラン  
コンセプトコテージ×セルフ
リゾート  
鎌倉の暮らしを亀時間で旅する
宿  
都会にはないものを  
コンテンポラリージャパニー
ズ  
茅葺き  東京  
シェアハウス  寛ぎ  縄文  
シェーンガルテン（庭）  簡易宿泊  南フランス  
シニア  記念日  南フランス，プロヴァンスの
民家  
ジャズ  吟味した食材とおくつろぎ  南欧風  
ジャパニーズコンフォート  空港  南欧風リゾートスタイル  
ジャングル  景色  南国風  
スイスアルプス風  古き良き日本家屋で，くつろげ
る空間を  
南仏プロバンス  
スイスの山小屋  古代体験  二泊以上限定  
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お部屋はお父さんの書斎．ご
はんはお母さんの手料理  
リフレッシュ・リラックス・リ
メンバー・リターン  
日常の喧騒を離れて，大自然
の中で過ごす，何もしない贅
沢  
スイス風  古都の風情  日本の普通の家  
スイス民家  古都の風情と現代モダン  農家  
スペイン  五感で楽しむゆらぎ  馬  
スペイン・アンダルシア地方  交流  泊まれるレストラン  
すべてのお客様へ心地よさを  光と風と木の香り  泊まれる料理屋  
スポーツ  工事関係者向き  盤梯山腹丘の上，花とハーブ
の丘，花と野菜  
スポーツ施設  江戸の下町  飛行機のファーストクラス  
スマートホステル  江戸時代  美しい森（ベルフォーレ）  
ダイエット合宿  豪華客船  美と健康  
チロル風  山小屋風  美と健康と食の楽園  
ディズニー  四季の彩りを感じる四つの庭と
加賀五彩  
美と健康と癒し  
デザイナーズペンション  子供  武家文化の風雅さと現在モダ
ン  
デザイナーズホテル  子供連れ専門  別荘  
デザイナーズ旅館  時を食して頂く  変なホテル  
ドイツ  自然  暮らすように過ごす  
ドームハウス  自然との共生  暮らすように滞在できる居心
地のいい宿  
トレーラーハウス  自然との共鳴  暮らすように旅をする  
ニュージーランド風  自然一体型施設  暮らせるホテル  
のんびりと自転車と宿  手が届く贅沢  北カリフォルニアのコテージ  
ハスの花  手打ちそば工房  北欧  
パリ  住むように泊まる  北欧の民家  
バリアフリー  宿泊できるアート作品  北方民族とオホーツク文化  
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バリスタイル  宿坊体験  北陸ツーリズムの発地  
バリ風  旬の海の幸と日本の心，お茶  漫画  
ハワイ  女子力アップ  明治・昭和初期  
ビール  女性  木のぬくもり，葉のやさしさ  
ビジネス専用  女性とその家族限定  木造の家  
ピラミッド  女性に嬉しい  野道山路物語  
ファミリー  女性専用  癒し  
プチホテル風ペンション  小さなちいさな美術館  癒しと寛ぎ  
プチリゾート  小さな子供連れファミリー専用  癒しと健康  
フランスボルドーのブドウ畑
の風景  
小学生以上限定  夕焼け小焼け  
ブリティッシュスタイル  昭和  陽と人と笑顔  
ふるさと  昭和の旅籠的  離れ  
ふれあいとグルメ  上質なクラスレス  離れ風  
フレンチカントリー  城  旅館でのんびりと・・・  
ペット  畳  旅館のようにくつろげるビジ
ネスホテル  
ペット連れ専門  寝台列車  北斗星  旅人  
ヘルスリゾート  森から海へのつなぎ人  和  
ペンション風ビジネスホテル  図書館  和とバリ  
ペンション風プチホテル  水の癒し力  和のオーベルジュ  
ほっとする宿  西洋風  和み，休む  
ホテル  イン  ホテル  青の城  和モダン  
ボロ宿  静かな別荘  和ロハス  
みやこわすれ  赤ちゃん  和遊和楽  
  和洋モダン  
（筆者作成）  
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また，ここでそれぞれのコンセプトの説明を定義づけも含めて一部ではある
が行う．  
 
ペット 「ペット連れ歓迎」や「ペット連れ専門」でペット（主に犬）と一
緒に宿泊できる環境であるというコンセプト．ペット用の設備（ドッグラン，
寝床，トイレ，温泉，ドッグプール，足洗い場）などの有無や程度は宿泊施設
によって違う．また，利用に際してはしつけや予防接種がほとんどの宿では最
低限のマナーであり，カラーやリード，毛布など細かい持ち物は宿泊施設によ
って定められている．  
 図 2-1 はペットのコンセプト宿の一例である．宿泊施設備え付けのドッグラ
ンや専用の寝具，アメニティなどが備わっている．  
  
図  2-1 ペット歓迎の宿イメージ（引用 左：るるぶトラベル 右：エンゼルフォレスト那
須白川公式 HP）  
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隠れ家 「隠れ家」をイメージしている宿泊施設．隠れ家・隠れ宿というの
は，宿泊施設の場所がアクセスの悪い場所にあること，または宿泊施設の場所
が街中ではあるが路地裏などの分かりにくい場所にあること，または一見宿泊
施設のように見えない外見をしていることや入口が分かりづらいこと，または
世間の喧騒から逃れられる静かな空間であること，あるいはただのんびりでき
る空間であること，など解釈は宿泊施設によって様々である．  
図 2-2 と図 2-3 は隠れ家温泉宿泊施設や隠れ宿の特集ページの写真である．
どちらも非日常空間を演出している．また落ち着いた雰囲気を醸し出すため夜
の写真を利用するなどの工夫も見せている．  
 
図  2-2 隠れ家宿泊施設イメージ①（引用：楽天トラベル）  
 
図  2-3 隠れ家宿泊施設イメージ②（引用：OZmall）  
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大人 大人向けのサービスを行っていたり，大人だけの落ち着いた空間を演
出していること．ファミリー向けの宿泊施設とは違い，子供や赤ちゃんをでき
る限り来ないようにすることで，大人だけの静かな空間や大人だけだからこそ
できる贅沢な空間を演出している．  
 
図  2-4 大人の宿イメージ図②（引用：一休 .com）  
 
図  2-5 大人の宿イメージ図②（引用：JTB）  
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離れ 玄関帳簿（フロント）のある母屋の建物とは別で，客室が一つ一つ独
立して文字通り「離れ」た建物群になっているもの．壁を挟んだすぐ隣に他の
宿泊客がいないため，他の宿泊客の音や声が気にならない，また他の宿泊客と
の接触も少ないなど，プライベート性が高い．  
 図 2-6 と図 2-7 は離れのコンセプト宿の例である．このように宿泊客の 1 組
1 組それぞれに 1 つの宿泊棟が提供される．  
 
図  2-6 離れの宿イメージ図①（引用：源泉と離れのお宿  月 公式 HP）  
 
図  2-7 離れの宿イメージ図②（引用：一休 .com）  
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一日一組限定 その宿泊施設に泊まれるのは，1 日に 1 組だけというもの．
1 組だけ，つまり貸切状態であるため宿泊施設のサービスはすべて自分たちだ
けのために行われているという，おもてなしを独り（1 組）占めできる感覚，
それから自分たち以外に宿泊客が誰もいないので他の宿泊客の声や音が気にな
ったり接触やトラブルのある可能性が無いことから「離れ」よりもさらにプラ
イベート性の高いコンセプト．芸能人や訳ありの人達などがお忍びで使いやす
いのでは．旅館形式や貸別荘タイプが多い．  
 
図  2-8 一日一組限定の宿イメージ図①（引用：TABAZINE）  
 
図  2-9 一日一組限定の宿イメージ図②（引用：宿らんマガジン）   
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子供・赤ちゃん 子供や赤ちゃん歓迎・子連れ専門などのコンセプト．子
供や赤ちゃんの声が気にならないような「大人」のコンセプトが増えてきてい
る風潮に対して，その反対をいくコンセプト．普段子供が騒いだり赤ちゃんが
泣いたりすると周りに対して気を使っていた親からすると，子連れや赤ちゃん
連れだけが集まる場所というのは気を使わずに済み有り難い環境であると考え
られる．授乳設備，乳幼児向け子供向けの食事，家族風呂，貸切風呂，子供用
エンターテイメント，ベビーグッズなどの設備の有無や程度は宿泊施設によっ
て違う．  
 図 2-10 は子供・赤ちゃんのコンセプト宿の一例である．子供が喜ぶような
内装やアメニティを備えている．  
 
図  2-10 子供・赤ちゃん歓迎の宿イメージ  
（引用 右：じゃらん net，左：楽天トラベル）  
 
図  2-11 子供・赤ちゃん歓迎の宿イメージ   （引用：じゃらん net）   
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男性 男性向けのサービスまたは男性専用というコンセプト．宿泊客に女性
がいないことで設備やサービスを一部無くすことができる（女湯など）．  
 
女性 女性向けのサービスまたは女性専用というコンセプト．「男性」のコン
セプト同様，宿泊客に男性がいないことで設備やサービスを一部無くすことが
できる（男湯など）．また，女性にとっては男性が居ない事が安心できる要素で
あるとも考えられる．  
 図 2-12 と図 2-13 は女性のコンセプト宿の例である．女性向けの内装や設備
になっている．  
 
図  2-12 女性限定・歓迎のイメージ図①（引用：じゃらん net）  
 
図  2-13 女性限定・歓迎のイメージ図②（引用：一休 .com）  
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バリアフリー バリアフリーの設備を完備した宿泊施設．身体障害者や高
齢者にとって易しい宿泊環境．  
 図 2-14 はバリアフリーのコンセプト宿の例である．段差が少ない部屋や車
いすでもアプローチしやすいトイレ，風呂場などの設計になっている．  
 
図  2-14 バリアフリーの宿イメージ図  （引用：やどきゅー）  
 
時代（大正など） ある時代を意識した外装または内装，サービスを行
なっているというもの．  
 図 2-15 は大正時代をイメージして内装が作られたコンセプト宿である．  
 
図  2-15 大正ロマンの宿イメージ図  （引用：JTB）  
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外国（国名や地域名） ある国や地域を意識した外装または内装，サー
ビスを行なっているというもの．  
 図 2-16 はスペインを意識したコンセプト宿，図 2-17 はギリシャのサントリ
ーニ島をイメージしたつくりになっているコンセプト宿である．  
 
図  2-16 スパニッシュスタイルの宿イメージ図（引用：楽天トラベル）  
 
 
図  2-17 ギリシャスタイルの宿イメージ図  （引用：楽天トラベル）  
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2.3 対象宿泊施設の選定  
前節で抽出した 1,634 件の宿泊施設を本研究での「コンセプト宿」とし，今
後の研究で分析をしていくものとする．対象宿泊施設の宿名一覧とそれぞれの
発信しているコンセプトを付録 2 に示す．  
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3 コンセプト別の宿泊施設の特徴  
3.1 調査目的  
 2 章では対象となるコンセプトとそれを取り入れるまたは発信している宿泊
施設であるコンセプト宿の抽出を行った．そこで本調査の目的はその抽出した
コンセプト宿に実際に宿泊している宿泊者の側面からコンセプトの特性を導く
こととする．  
3.2 調査手法  
 本調査では 2 章で抽出したデータをもとにそのコンセプト宿それぞれの宿泊
レビューを用いてそのコンセプト宿の特徴を把握する．データの抽出は 2 章に
引き続き宿泊予約サイトの楽天トラベルから行った．宿泊予約サイトでは宿泊
利用者に対し宿泊後にアンケートを行い，同伴者，旅行の目的，数値評価項目，
感想コメントの 4 つの評価項目からなる感想情報を宿泊レビューとして掲載し
ており（辻井ら  2013），本調査ではそのうち同伴者，旅行の目的，数値評価項
目の 3 項目の抽出を行った．その抽出した３項目をコンセプトごとに分け，そ
れぞれのコンセプトがどのような人にどのような目的で利用されどのような評
価をされているのかを導いた．また，全国版宿泊表（2017）に宿泊施設として
掲載されており，かつ 2 章で抽出したコンセプト宿データとも当てはまる宿泊
施設に関して宿形態や部屋数のデータも抽出することができたため，どのよう
な宿泊施設がそれぞれのコンセプトを行っているのかをも導いた．  
  
27 
 
3.3 結果  
抽出した全宿泊レビュー数は 131,757 件であった（データ抽出日 2017 年 11
月 11 日）．しかし，このデータは楽天トラベルに宿泊レビュー機能が付いたと
思われる 1999 年から 2017 年までのデータであるので，今回扱うコンセプトを
実際にいつ取り入れていたかは定かではない．すべてのデータがコンセプト宿
であるときのデータである確証がないため，本調査ではコンセプト・コンセプ
ト宿を抽出した 2016 年 10 月 1 日から 2017 年 11 月 11 日の期間はコンセプト
宿であった期間として捉え、この期間の宿泊レビューのみを分析対象とした．
その結果，分析対象となる宿泊レビュー数は 22,258 件となった．また，今後
の分析に使う比較対象としてすべての宿泊施設の宿泊レビューデータも同様に
抽出した．このデータも 2016 年 10 月 1 日から 2017 年 11 月 11 日までに絞っ
た結果データ数は 298,510 件であった．  
最初に，楽天トラベル登録全宿とコンセプト宿以外（楽天トラベル登録全宿
からコンセプト宿を引いたもの），そしてコンセプト宿の同行者と旅行目的の割
合のグラフを図 3-1 と図 3-2 に示す．同行者の構成割合について，コンセプト
宿とコンセプト宿以外に差があるかをカイ二乗検定で検討すると，有意差がみ
られた（χ 2=2230.875, df=5, p<0.05）．また，そのカイ二乗検定での調整済み
残差を表 3-1 に示す．同様に旅行目的の構成割合について，コンセプト宿とコ
ンセプト宿以外に差があるかをカイ二乗検定で検討すると，有意差がみられた
（χ 2=1767.317, df=2, p<0.05）．またそのカイ二乗検定での調整済み残差を表
3-2 に示す．  
そしてここからのコンセプトは類似表現でまとめたものを扱うこととする
（例：「隠れ家」は隠れが的，隠れの湯，隠れ家，隠れ家リゾート，隠れ家的，
隠れ家風，隠れ宿，隠れの里，海の隠れ家，NOOSA という隠れ家，かくれ里，
中世浪漫の隠れ宿）また，海外のそれぞれの国をコンセプトとしたものは，そ
のすべてをまとめたものを「外国」として扱い，アジア州をまとめたものを「ア
ジア」，ヨーロッパ州をまとめたものを「ヨーロッパ」として扱う．その結果を
図 3-3 と図 3-4 に示す．  
次にそれぞれのコンセプトごとの数値評価をヒストグラムで表した（図 3-5）．
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また，それぞれの平均値と分散を表 3-3 に出した．数値評価を抽出できたコン
セプト宿数は，当初の抽出したコンセプト宿数よりも少なくなってしまった．  
それから，宿泊表（2017）にも記載されているコンセプト宿のコンセプトご
との宿形態をそれぞれ図 3-6 に示す．宿形態の構成割合について，コンセプト
宿とコンセプト宿以外に差があるかをカイ二乗検定で検討すると，有意差がみ
られた（χ2=248.932, df=7, p<0.05）．また，そのカイ二乗検定での調整済み
残差を表 3-4 に示す．これらに関しては，宿泊表（2017）とのデータのマッチ
ングの都合上扱うコンセプトは「大人」「隠れ家」「ペット」のみとなった．  
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図  3-1 同行者の割合 （筆者作成）  
 
表  3-1 宿と同行者のクロス表とカイ二乗検定の調整済み残差  
 
（カイ二乗検定により筆者作成）  
 
一人 友達 仕事仲間 恋人 家族 その他
度数 7376 1322 395 1520 11433 190 22236
調整済み残差 -41.2 4.0 -13.4 16.9 37.7 0.7
度数 131116 14682 9536 12081 106493 2243 276151
調整済み残差 41.2 -4.0 13.4 -16.9 -37.7 -0.7
度数 138492 16004 9931 13601 117926 2433 298387合計
   
合計
宿 コンセプト宿
コンセプト宿以外
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図  3-2 旅行目的の割合 （筆者作成）  
 
表  3-2 宿と旅行目的のクロス表とカイ二乗検定の調整済み残差  
 
（カイ二乗検定により筆者作成）  
  
レジャー ビジネス その他
度数 18075.000 3327.000 852.000 22254.000
調整済み残差 41.8 -38.9 -10.4
度数 187059.000 74075.000 15083.000 276217.000
調整済み残差 -41.8 38.9 10.4
度数 205134.000 77402.000 15935.000 298471.000合計
   
合計
宿 コンセプト宿
コンセプト宿以外
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図  3-3 コンセプトごとの宿泊同行者 （筆者作成）  
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図  3-4 コンセプトごとの宿泊目的 （筆者作成）  
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図  3-5 コンセプトごとの数値評価の分布 その 1 （筆者作成）  
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図 3-5 コンセプトごとの数値評価の分布 その 2 （筆者作成）  
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図 3-5 コンセプトごとの数値評価の分布 その 3 （筆者作成）  
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図 3-5 コンセプトごとの数値評価の分布 その 4 （筆者作成）  
 
表  3-3 コンセプトごとの数値評価の平均値と中央値と分散  
 
（筆者作成）  
コンセプト 平均値 中央値 分散
ペッ ト (n= 146) 4.24 4.3 0.257
隠れ家(n= 117) 4.35 4.35 0.164
大人(n= 102) 4.41 4.46 0.117
離れ(n= 63) 4.49 4.63 0.139
外国(n= 55) 4.21 4.2 0.184
素泊まり (n= 50) 4.21 4.39 0.403
ﾃﾞ ｻﾞ ｲﾅｰ ｽﾞ ﾎﾃﾙ・ 旅館・ ﾍﾟ ﾝｼｮﾝ(n= 39) 4.02 4.06 0.163
女性(n= 26) 4.16 4.25 0.270
和(n= 24) 4.27 4.26 0.099
時代(n= 19) 4.13 4.31 0.499
男性(n= 15) 3.97 3.92 0.049
子供・ 赤ちゃん(n= 12) 4.47 4.7 0.230
ﾘﾗｯｸｽ・ 癒し ・ 安らぎ(n= 9) 4.21 4.17 0.147
バリ アフリー(n= 8) 4.41 4.38 0.082
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図  3-6 コンセプトごとのコンセプト宿形態 （筆者作成）  
 
表  3-4 宿と宿形態のクロス表と調整済み残差  
 
（筆者作成） 
  
旅館 ホテル
ペンション・ゲ
ストハウス・
オーベルジュ
コテージ・貸別
荘・山荘 民宿 カプセル ユースホステル その他
度数 216.000 123.000 116.000 36.000 26.000 8.000 1.000 1.000 527.000
調整済み残差 -2.4 -6.2 12.3 8.0 -0.8 3.4 -0.8 -2.2
度数 8366.000 6593.000 1336.000 336.000 1045.000 83.000 77.000 231.000 18067.000
調整済み残差 2.4 6.2 -12.3 -8.0 0.8 -3.4 0.8 2.2
度数 8582.000 6716.000 1452.000 372.000 1071.000 91.000 78.000 232.000 18594.000合計
   
合計
宿 コンセプト宿
コンセプト宿以外
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3.4 考察  
3.4.1 コンセプト宿，コンセプトごとの同行者と旅行目的  
最初に，コンセプト宿とコンセプト宿以外の同行者の割合を示した図 3-1 に
ついて考察を行う．カイ二乗検定の結果からも分かる通り，コンセプト宿とそ
れ以外の宿とでは宿泊同行者の客層が大きく違う．特徴的な同行者を導くため
調整済み残差を見る．カイ二乗検定は有意水準 5％で行っており調整済み残差
の絶対値が 1.96 よりも大きい項目が特徴的なものであることから，コンセプト
宿以外の宿に対して「一人」は調整済み残差が－41.2 であることからコンセプ
ト宿の方が「一人」での利用が非常に少なく，反対に「家族」は調整済み残差
が 37.7 であることからコンセプト宿の方が「家族」での利用が非常に多いとい
うことが言える．また，その 2 つほど突出してはいないが「仕事仲間」での利
用が少なく，「恋人」との利用は多くなっている．  
 次にコンセプト宿とコンセプト宿以外の旅行目的の割合を示した図 3-2 につ
いて同様に考察を行う．こちらもカイ二乗検定の結果からも分かる通り，コン
セプト宿とそれ以外の宿とでは旅行目的が大きく違う．こちらも調整済み残差
d の値を見ると，コンセプト宿以外の宿に対して「レジャー」は調整済み残差
が 41.8 であり「ビジネス」は調整済み残差が－38.9 であることからコンセプ
ト宿以外の宿に対してコンセプト宿の方が「レジャー」，つまり観光を目的とす
る宿泊者が非常に多く，「ビジネス」利用の宿泊者が非常に少なくなっていると
いうことが言える．  
 コンセプト宿とコンセプト宿以外の同行者と旅行目的の両方の考察を踏まえ
ると，大きく割合の低くなった「一人」と「仕事仲間」という同行者での利用
と「ビジネス」目的での利用には相関があると考えられる．そして大きく割合
の高くなった「家族」と「恋人」という同行者での利用と「レジャー」目的で
の利用にも相関があると考えられる．つまり，「一人で」の「ビジネス」目的で
の宿泊者はコンセプト宿を利用する傾向になく，「恋人」や「家族」といったプ
ライベートな同行者グループが「レジャー」目的で利用するのがコンセプト宿
であるということだ．このことから，ビジネス目的に特化したコンセプトを持
つビジネスホテルと本研究で扱うコンセプト宿とでは，宿泊同行者・旅行目的
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ともに大きく違うと言える．  
 
次に，コンセプトごとの宿泊同行者を示した図 3-3 について考察を行う．こ
れは，比較対象とした楽天トラベルの全宿に集められた宿泊レビュー（2016
年 10 月 1 日から 2017 年 11 月 10 日まで）から導いた一般的な宿への宿泊同
行者の比率との比較を行う事でコンセプトによっては特徴的なコンセプト宿の
利用者が分かり，ターゲットの設定に利用できるためである．比較対象となる
一般的な宿泊施設への同行者のデータとしては，じゃらん宿泊旅行調査（2017）
のデータがよく知られているものと言えるが，本研究では扱っていない．その
理由は，今回扱うコンセプト宿のデータが宿泊レビューを用いているためであ
る．宿泊レビューではそもそも宿泊レビューを書き込む人の属性の影響が出て
しまう（宿泊レビューを書く人は一人客が多い可能性など）．その差を無くすた
めに，楽天トラベルの全宿の宿泊レビューから得られた宿泊同行者データを一
般的な宿泊同行者データとして扱うこととした．  
 また，宿泊レビュー数が多くても，コンセプト宿数が少ないとそのコンセプ
トの特徴ではなくその宿泊施設自体の特徴になってしまい，コンセプト全体の
特徴を表しているとは言えなくなってしまう．そのため，コンセプトごとに宿
数が 10 軒以上のものを扱う．一般の宿泊同行者と比べて，表示した全てのコ
ンセプトが「一人」が少なく，「家族」が多いという結果になっている．また，
「恋人」も若干ではあるが全てのコンセプトで一般よりも高い．  
図 3-3 に示したすべてのコンセプトにおいて「その他」以外の項目で比較対
象の一般的な宿との差がみられた．．  
 
次にコンセプトごとの旅行目的について示した図 3-4 について考察を行う．
図 3-4 に示したすべてのコンセプトにおいて「その他」以外の項目で比較対象
の一般的な宿との差がみられた．「レジャー」目的が増え，「ビジネス」目的が
減っている．特に「子供・赤ちゃん」のコンセプト宿が「レジャー」目的の割
合が高いが，これは子供や赤ちゃんを連れていくビジネス利用がほとんどない
ことから当然であると考えられる．  
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3.4.2 コンセプトごとの数値評価  
 次にコンセプトごとの宿泊施設の数値評価について考察を行う．表 3-3 より
数値評価の平均値を見ると，「男性」以外のコンセプトは 4.0 を超えている．楽
天トラベルでは，数値評価が 4.0 以上の宿泊施設を「高評価の宿」として特集
ページを作っている（下図 3-7）ことから，数値評価が 4.0 以上の宿泊施設を
本研究でも高評価の宿とすると，「男性」以外のすべてのコンセプト宿が平均値
で考慮すると宿泊者から高評価を受けているということが分かる．しかし，コ
ンセプトによってはヒストグラムからも分かる通り評価にばらつきのあるもの
もある．それぞれの分散を見ると「時代」と「素泊まり」は他と比べて値が高
いため，平均値は高いもののばらつきのある評価を受けているコンセプトだと
いうことが分かる．一方，「隠れ家」，「大人」，「離れ」，「和」，「バリアフリー」
などは平均値が 4.2 を超えておりかつ分散の値も非常に低いことから，ほとん
どの利用者が高い評価をつけている非常に優秀なコンセプト宿であるといえる． 
 
 
図  3-7 楽天トラベルの 4 つ星以上の人気宿＆ホテル特集ページ  
（引用：楽天トラベル）  
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3.4.3 コンセプト宿，コンセプトごとの宿形態  
 次にコンセプトごとの宿形態を現した図 3-6 について考察をおこなう．ここ
での比較対象は，宿形態の種類が細かく分かれておりコンセプト宿の宿形態デ
ータの抽出元でもある宿泊表（2017）に記載されている全宿の宿形態とした．
また，ここで扱うコンセプトはサンプル数が少ないとコンセプト全体の特徴と
は判断できないため，コンセプト宿軒数が 50 軒以上のものを扱った．カイ二
乗検定の結果からも分かる通り，コンセプト宿とそれ以外の宿とでは宿形態に
有意な差がみられた．特徴的な宿形態を導くため調整済み残差を見る．カイ二
乗検定は有意水準 5％で行っており調整済み残差の絶対値が 1.96よりも大きい
項目が特徴的なものであることから，コンセプト宿以外の宿に対して「旅館」
は調整済み残差が－2.4 で「ホテル」は調整済み残差が－6.2 であることからコ
ンセプト宿の方が「旅館」と「ホテル」の割合が低いということが分かる．反
対に「ペンション・ゲストハウス・オーベルジュ」は調整済み残差が 12.3 であ
ることからコンセプト宿の方が「ペンション・ゲストハウス・オーベルジュ」
の割合が非常に高いということが言える．また，「カプセルホテル」も調整済み
残差が 3.4 であることから，コンセプト宿の方がカプセルホテルの割合が高い
ということが言える．  
 「大人」と「隠れ家」，「ペット」の 3 つのみであるが，これらについても解
釈を行っていく．「大人」，「隠れ家」の宿形態は，上記で示した「コンセプト宿
はそれ以外の宿に比べて旅館が少ない」ということを覆すかのように，「旅館」
の割合が非常に多いことが分かる．このことから，「大人」や「隠れ家」と同じ
ように，贅沢感のある静かで落ち着いた特別な空間を演出していると思われる
「一日一組限定」や「離れ」のコンセプト宿も「旅館」の割合が高いのではな
いかと考えられる．また，「ペット」に関してはそれらとは違い「旅館」，「ホテ
ル」ともに割合が低くなっている．その分「ペンション・ゲストハウス・オー
ベルジュ」と「コテージ・貸別荘・山荘」の割合が他と比べて非常に高い．こ
のことから「ペット」のコンセプト宿はペンションやコテージなどの一軒家タ
イプの宿形態が多いということが考えられる．  
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4 コンセプト宿の分布とその地域特性  
4.1 調査目的  
3 章では主に 2 章で抽出したコンセプトごとそれぞれに関する特徴を，主に
宿泊予約サイトの宿泊レビューに含まれる宿泊者属性データを用いて考察した．
本章ではそのような「コンセプト」らを実際に取り入れアピールしている宿泊
施設がどんな地域に分布しているのか，そしてその分布には所以があるのか否
かを調査考察することを目的とした．またそこから導ける地域の特徴やコンセ
プトの特徴を明らかにすることも試みた．  
4.2 調査手法  
 本調査では 2 章で抽出したコンセプト宿データの中のコンセプトの種類と住
所データを用いて全国的な分布傾向を捉えた．  
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4.3 結果  
最初に，コンセプト宿の分布を示す前に参考対象として楽天トラベルに登録
されている全宿泊施設の全国分布（N＝2,6658）を図 4-1 に示し，次にコンセ
プト宿の分布（n=1,634）を図 4-2 に示す．  
 
 
 
図  4-1 楽天トラベル登録全宿分布 （筆者作成）  
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図  4-2 コンセプト宿全国分布 （筆者作成）  
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都道府県別のコンセプト宿数 (n=1,634)は以下の通りとなった．  
 
図  4-3 都道府県別コンセプト宿数  （筆者作成）  
 
 
 
図  4-4 都道府県別コンセプト宿率  （筆者作成）  
 
コンセプト宿数だけで，コンセプト宿として特徴的な都道府県と判断するの
ではなく，その都道府県ごとの全宿泊施設数でコンセプト宿数を割ったコンセ
プト宿率を算出した．また参考値として各都道府県の宿泊者数を，宿泊旅行統
計調査（観光庁  2017）をもとに明記した．  
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表  4-1 都道府県別のコンセプト宿数とコンセプト宿率  
 
（筆者作成）  
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図  4-5 都道府県ごとのコンセプト宿率配置  （筆者作成）  
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次にコンセプト出現率の高い「ペット」（n=344），「隠れ家」(n=165)，「一日
一組限定」(n=185)，「大人」(n=162)，「素泊まり」(n=123)の全国分布を示す．  
 
 
 
図  4-6 「ペット」のコンセプト発信宿分布  （筆者作成）  
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図  4-7 「隠れ家」のコンセプト発信宿分布  （筆者作成）  
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図  4-8 「一日一組限定」のコンセプト発信宿分布  （筆者作成）  
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図  4-9 「大人」のコンセプト発信宿分布  （筆者作成）  
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図  4-10 「素泊まり」のコンセプト発信宿分布  （筆者作成）  
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4.4 考察  
4.4.1 コンセプト宿全体の全国分布  
 楽天トラベルに登録されている全ての宿泊施設の分布とコンセプト宿の分布
を比べてみると，東北地方においては宮城県よりも北の地域，そして中国地方，
四国地方ではコンセプト宿が少ないように見える．元から宿泊施設が多く密集
している地域に対してコンセプト宿も密集している．この密集している地域は
そのほとんどが，日本の古来の観光地であった温泉街であることが図 4-11 より
見て取れる．これは，温泉街に多く存在する宿泊施設は老舗のものが多く，そ
の地域での長い生存競争で生き残るために他の宿泊施設との差別化を図ろうと
コンセプトを設定・発信しているのではないかというのが一つの説として考え
られる．また，温泉地ではない場所では，東京・沖縄・京都・大阪・札幌のよ
うな国内外から人気の都市部の観光地が最初に挙げられる．この地域は以前か
ら人気の観光地であったことに加え，最近ではイバウンドの増加により宿泊施
設数を増やさざるを得ない状況で，新しい宿泊施設が増えた結果，従来あった
宿泊施設も新しくオープンする宿泊施設も他との差別化を図るためや訪れる観
光客のニーズに対応するためにコンセプトという付加価値をつけているのでは
ないかと考えられる．また，上記のどれにも当てはまってないが，図 4-2 を見
るとコンセプト宿が多いと見られる千葉県の房総半島や山梨県の富士五湖周辺
は，伊豆半島もこれに含まれるが，首都圏からアクセスしやすく且つぎりぎり
で宿泊を伴う旅行になる地域でありその結果，首都圏からの観光客が主要ター
ゲットとなる宿泊施設が宿泊客のそれぞれのニーズに対応したコンセプト宿が
多いのではないかと考えられる．  
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図  4-11  温泉街の分布（N=56）湯舟（2017）をもとに筆者作成  
 
 
 次に都道府県単位でのコンセプト宿数，コンセプト宿率について考察する．  
 図 4-3 よりコンセプト宿の一番多い都道府県は上から静岡県，沖縄県，京都
府，長野県，山梨県という結果になっている．図 4-1，表 4-1 よりコンセプト
宿率では上位の順位が多少変わり，上から沖縄県，京都府，大分県，山梨県，
静岡県となっている．これは，宿泊施設数を考慮すると静岡県よりも沖縄県の
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方がコンセプト宿のある割合が高いということが分かる．  
また，全宿泊施設数・コンセプト宿数・全宿泊者数の関係性を示した図 4-5
は，都道府県単位で見ると，都道府県ごとの宿泊施設数とコンセプト宿数には
正の相関があることがわかる．相関係数 r=0.813223 であったので強い正の相
関である．このことから基本的には，宿泊施が多い都道府県ほどコンセプト宿
数も多くなる傾向であるといえる．また，図 4-5 は中央にある近似線よりも下
にある都道府県は宿泊施設数の割にはコンセプト宿数が少ない都道府県，上に
ある都道府県は宿泊施設数を考慮してもコンセプト宿数が多い都道府県という
ことを表している．また，近似線からの距離が離れるほどそれぞれそのような
傾向が強いことを表している．このことから，明らかに近似線より下に位置し
ている長野県，北海道，東京都などは，宿泊施設数が多いにも関わらずそのよ
うな割にはコンセプト宿の割合が高くない都道府県であることが分かる．また，
その中でも東京都や北海道に関しては円の大きさからも分かるとおり，宿泊者
数が１番と２番に多い都道府県であるにも関わらず，集客のためにコンセプト
を掲げていないということになる．観光旅行の経由地になりやすいことや，観
光だけでなくビジネスで訪れることも多いと考えられる都市（札幌，仙台，東
京，横浜，大阪，広島，博多）を持つ都道府県のほとんどが近似線の下に位置
していることから，このような都市は，前述したようにその場所への観光目的
でない宿泊客も数多く訪れることから，集客を狙うためにわざわざコンセプト
を掲げる必要がないという可能性が考えられる．つまり，宿泊施設が密集して
いる激戦区であっても観光目的だけでない宿泊客も多く来訪することが見込め
る地域では，コンセプトを使った差別化戦略は比較的行われていないというこ
とが言える．反対に，宿泊客のほとんどを観光客に依存しているような主要観
光スポットのある沖縄県や京都府や，高原，避暑地などのリゾート地，温泉地
のある都道府県の多くは近似線よりも上にある，つまりコンセプト宿のある割
合が高いということである．このことから観光目的の宿泊客が多く，宿泊施設
の多い激戦区ではコンセプト宿の出現率が高いということが考えられる．特に
沖縄県と京都府，それから静岡県は近似線からの距離が離れていることからこ
の傾向が顕著であると考えられる．  
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4.4.2 コンセプトごとの全国分布  
 次に，コンセプト宿のコンセプトごとの分布を考察する．考察するのは，コ
ンセプトの出現率の高かった上位５つである「ペット」，「隠れ家」，「一日一組
限定」，「大人」，「素泊まり」である．  
 最初に「ペット」の分布（図 4-6）であるが，「ペット」のコンセプト宿は海
沿いの地域と山岳高原地帯に多い印象が見受けられる．これは，ペットとの外
出における不安要素でもある「無駄吠えをする」や「周囲の目が気になる」（表
4-2）ことや，ペット（特に犬）にとって開放的な空間であるドッグランなどの
土地の有無の観点から，「ペット」のコンセプト宿は都市部には立地しづらく，
都市部から距離の離れた臨海部や山岳・高原地帯の土地に余裕があり，都市部
に比べ住宅地などがあまり密集していない地域が，ペット連れの宿泊客を誘致
できる環境づくりがしやすい地域になりえるのではないかと考えられる．また，
特に「ペット」のコンセプト宿が多く分布している伊豆半島においてはこの後
も地域を絞って考察を行う．  
 次に「隠れ家」の分布（図 4-7）であるが，このコンセプト宿は伊豆半島に
少し密集はしているものの，その他を見ると全国的に均等に散在している．伊
豆半島や房総半島，沖縄県を除けばそのほとんどが内陸部に立地している．  
 
 
表  4-2 ペットとお出かけする際に不安なこと（N=558，複数回答）  
（出典：アイペット損害保険株式会社 2017）  
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 次に「一日一組限定」の分布（図 4-8）であるが，「隠れ家」の分布とは大き
く変わり，全国的に分布しているという状態ではないことが分かる．北海道に
は少数ではあるがいくつか分布しているものの，東北地方には一つも存在して
おらず，「一日一組限定」のコンセプト宿のほとんどが日本地図の下半分に存在
していることが見て取れる．また，京都や奄美・沖縄地域に多く密集している
ことから，観光目的で訪れる人が多い地域において「一日一組」というプチ贅
沢なコンセプト宿を求める観光客が多いのではないかと考えられる．京都と沖
縄に関してはこの後地域を絞って考察を行う，  
 次に「大人」の分布（図 4-9）であるが，「隠れ家」の分布ほどではないが全
国的に散在している．また，長野県，山梨県，静岡県（伊豆半島）へとまるで
一本の線ができるように「大人」のコンセプト宿が分布している．これは，長
野県は山岳地帯，山梨県は高原地帯，静岡県（伊豆）は高原地帯・臨海部とな
っており先で述べた「ペット」の分布傾向と似ている．  
 最後に「素泊まり」の分布（図 4-10）であるが，「素泊まり」は「大人」の
分布傾向と多少似ている．また，少しではあるが比較的島にも分布しているこ
とが分かる．  
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5 コンセプト宿の地域別性格  
この調査では，コンセプト宿率の高い 5 都道府県の沖縄県・京都府・大分県・
山梨県・静岡県の中で，それぞれ特徴的な地域に絞って考察をおこなう．  
 
5.1 調査目的  
 3 章で明らかになったコンセプト率の高い都道府県，そして 4 章で明らかに
なったコンセプトごとの分布．5 章ではこれらを合わせて，コンセプト宿率の
高かった都道府県の中のさらにコンセプト宿の密集している地域に着目し，そ
の地域に多く分布しているコンセプトについて考察を行う．そうすることで逆
に地域の性格からコンセプト自体の特徴を導き出すことを目的とするためであ
る．  
5.2 調査方法  
 本調査では，2 章で抽出したコンセプト宿の分布を示した 4 章での結果をも
とに，コンセプト宿の多い特徴的な地域においてその地域で多く使用されてい
るコンセプトの種類や立地状況，それから地域の地理的・歴史的特徴，公的施
策の背景からコンセプトの特性について考察をおこなった．  
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5.3 結果と考察  
5.3.1 沖縄県本部町・今帰仁村  
 
図  5-1 沖縄県本部町・今帰仁村における特徴的なコンセプト宿分布 （筆者作成）  
 
 図 5-1 は沖縄県に多く存在する「一日一組限定」，「隠れ家」，「素泊まり」，「大
人」，「子供・赤ちゃん」のコンセプト宿の分布を示したものである．  
コンセプト宿率が 1 番高い沖縄県では，「一日一組限定」というコンセプト
宿が圧倒的に多く，その中でも北部に位置する本部町・今帰仁村に「一日一組
限定」のコンセプト宿の約半数が分布している（図 5-1）．なぜ本部町と今帰仁
村にはこのように「一日一組限定」の宿が多く集まっているのか．  
まず，景観条例が挙げられる．今帰仁村景観計画（2013）によると，歴史的
景観・眺望景観の保全・保護という観点から建造物を建てる際に配慮しなけれ
ばならない事情が存在する．今帰仁村の特に重点地区においてその中のほとん
どが高さ制限 8 メートル以下という，2 階建てまでしか建てられなくなってい
る（表 5-1 と図 5-2）．  
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表  5-1 今帰仁村の建建造物の高さ制限  
地区  建物の高さ制限  
一般地区  11 メートル以下（3 階以下）  
景 観 形 成
重点地区  
今帰仁城跡周辺保全地区  8 メートル以下（2 階以下）  
今帰仁城跡眺望保全地区  8 メートル以下（2 階以下）  
今泊集落地区  8 メートル以下（2 階以下）  
運天集落地区  8 メートル以下（2 階以下）  
自然海岸地区  8 メートル以下（2 階以下）  
国道 505 号・剣道 248 号線沿道
地区  11 メートル以下（3 階以下）  
ウッパマ地区  18 メートル以下  
古宇利集落地区  8 メートル以下（2 階以下）  
遠見台地区  8 メートル以下（2 階以下）  
仲宗根市街地地区  13 メートル以下（4 階以下）  
（出典：今帰仁村景観計画（2013）より筆者作成）  
 
図  5-2 景観形成のための配慮事項 （出典：今帰仁村景観計画（2013）より一部抜粋）  
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本部町においても本部町景観計画（2011）では，一般地区では原則 15 メー
トルであるが，景観形成重点地区では 7 メートル以下など 2 階建て以下の建造
物を建てなければならいないと記載されている（表 5-2）．  
このことから，今帰仁村と本部町の一般地区を除くほとんどの地域では新た
に建造物を建てる際には 2 階以下の高さでなければならないため，宿泊施設と
なる建物も小規模なものになり，その結果宿泊できる人数も少人数に絞られて
しまうのではないかと考えられる．  
その他に具体的に宿泊環境における施策や条例，歴史的背景などがあるか否
かが管見の限りなかったため，役所や観光協会に対する電話やマールによる聞
き取り調査を行った．聞き取りを行った対象は，本部町役場産業振興課，本部
町観光協会，今帰仁村村役場企画振興課，一般社団法人今帰仁村観光協会であ  
 
表  5-2 本部町景観形成基準 高さ  
 
（出典：本部町景観計画（2011））  
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る．聞き取りをした項目は，「一日一組限定」や小規模宿泊施設，少人数限定の
宿泊施設に関連する施策や条例のようなものや誘致する動きがあるかというこ
とである．聞き取りを行った結果，4 つの団体のいずれにおいても「一日一組
限定」のコンセプト宿や小規模宿泊施設が生まれるような条例や施策，運動は
行われていないという回答を得た．  
以上のことから，「一日一組限定」というコンセプトはこの地域においては，
役場や観光協会などによる誘導はなく自然に増えていったということになる．
しかし，今帰仁村と本部町共に景観計画が定められており，地区によっては 2
階建てまでの建造物しか建てることができないため，小規模な宿泊施設は比較
的生まれやすい環境であると言える．   
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5.3.2 京都市中心市街地  
 
 
図  5-3 京都市中心市街地における特徴的なコンセプト宿分布 （筆者作成）  
 
図 5-3 は京都府に多く存在する「一日一組限定」，「隠れ家」，「和」，「素泊ま
り」，「町家風」，「大正」のコンセプト宿の分布を特に密集している京都市中心
市街地に絞って示したものである．  
コンセプト宿率が 2 番目に多い京都府では，コンセプト宿が京都市中心市街
地に集中しており，京都駅半径 5ｋｍ圏内には，「一日一組限定」のコンセプト
宿が少なくとも 38 軒，「和」のコンセプト宿が 10 軒，「隠れ家」のコンセプト
宿が 7 軒，「町家風」のコンセプト宿が 6 軒存在している．  
「一日一組限定」と「町家風」について，これは京都府中心市街地の地代が
高いこと，景観条例や高さ制限が厳しいこと，それからそもそも空いている土
地がないなどの理由で，ホテルなどの大規模な建物を新たに建造することが難
しい問題があり，その結果昔から存在した住居をそのまま使ったり，町屋であ
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ったりしたものを改修・改装・改築して宿泊施設にしている．したがって，1
つの宿泊施設に宿泊できる人のキャパシティは自然と小さいものになる．また，
京都市では京町家の保存と有効活用を図るという観点から，京都市旅館業法施
行細則の一部を改正し（2012），客室を１室にすることや宿泊者を少人数に絞
ること，対面により鍵の受け渡しを行うことなど，適切な管理運営を担保した
うえで，京町家を活用した宿泊施設について，玄関帳簿（フロント）の設置義
務を免除するなど，独自の施策により魅力ある宿泊施設の提供を推進している．
これらの京都特有ともいえる要素が「町家風」や「一日一組限定」という小グ
ループをターゲットとしたコンセプトが京都で根付くきっかけになったのでは
ないかと考えられる．また，そのような小規模宿泊施設を「隠れ家」と表現す
る宿も現れたのではないかと考えられる．  
 
 京都への入洛目的の約 7 割が観光で，その訪問動機の 8 割以上が，寺院・神
社，名所・旧跡（京都市  2015）といった日本古来の歴史を感じる観光資源で
あることから京都への観光客は日本らしさ，つまりは「和」を求めていると考
えられる．  
古都である京都は 1200 年間も日本の首都として栄え，日本人の歴史・伝統・
技術・文化が深く根付いている．そのような京都での和食，和の建築様式，日
本古来のおもてなしを味わいたい人が多いという需要，味わせてあげたいとい
う京都の人たちの思いから「和」のコンセプトが生まれたのではないか．  
 
京都市宿泊施設拡充・誘致方針（2016）によると，京都市内の宿泊施設数は，
2016 年 9 月時点でホテル 171 軒，旅館 367 軒，簡易宿所 1023 軒となってお
り，旅館と簡易宿所の施設数がホテルのそれよりも多いことが分かる．特に簡
易宿所に関しては，前年では 696 軒であったのに対して 1 年間で約 330 軒新た
に増えており，そのうち 118 軒は京町家を活用したものである．京都はメジャ
ーな観光地の 1 つであり，簡易宿所として有名なバックパッカーなどの個人旅
行客を対象とするゲストハウスやユースホステルも多く存在するが，旅館業法
（1948）によればホテル営業をなすには原則として 10 部屋以上，旅館営業で
は 5 部屋以上の客室とそれに伴う定員を必要とすることから（旅館業法施行令
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1 条 2 項），「一日一組限定」のコンセプトを設定している宿泊施設のほとんど
が旅館業法上では客室数に制限の無い簡易宿所という分類になる．したがって，
「一日一組限定」のコンセプトを設定している宿が多いこの地域には，ホテル
や旅館よりも簡易宿所の施設数が多いことになっているのではないかと考えら
れる．  
池田（2017）によると，今後住宅地域における町家を改修したゲストハウ
スの増加が見込まれることから，町家を活用した「一日一組限定」や「和」や
「町家風」をコンセプトに設定する宿泊施設は今後も増加することが見込める．  
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5.3.3 大分県由布院温泉  
 
図  5-4 大分県由布院温泉地域における特徴的なコンセプト宿分布 （筆者作成）  
 
図 5-4 は大分県に多く存在する「離れ」，「隠れ家」，「ペット」，「素泊まり」，
のコンセプト宿の分布を特に密集している由布市周辺に絞って示したものであ
る．  
コンセプト宿率が 3 番目である大分県では，「離れ」というコンセプト宿が
多く，その中でも温泉地である由布院（由布院駅周辺）に「離れ」のコンセプ
ト宿が大分県全 26 軒中 17 軒立地している．  
 宿泊環境における施策や条例，歴史的背景などがあるか否かが管見の限り見
つからなかったため，役所や観光協会に対する電話やマールによる聞き取り調
査を行った．聞き取りを行った対象は，由布市商工観光課，由布院温泉旅館組
合，由布市まちづくり観光局，由布院温泉観光協会の 4 団体である．そのうち
回答を得られたのは，由布市商工観光課と由布院温泉旅館組合の 2 団体であっ
た．聞き取りをした項目は，「離れ」のような特殊な宿構造が湯布院町に多いこ
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とについて何か心当たりがあるか（歴史的，区画的，景観的観点や施策，条例，
方針など）ということである．聞き取りを行った結果，2 つの団体のいずれに
おいても，確信的な「離れ」のコンセプト宿が普及した理由は知らなかったも
のの，3 つの見解を得ることができた．  
①湯布院でいくつかの旅館が離れの部屋を始め，「露天風呂付きの高級感のある
空間」という特別感のある差別化が宿泊のお客様に受け入れられて人気となり，
湯布院の中で広まっていったのではないか  
②「自分だけの空間」や「特別扱いされている感覚」というのが一定のお客様
の中でニーズとして高まっていったのではないか  
③湯布院がもともと持つ，空間を有効活用する構造の大切さを活かした結果が
「離れ」だったのではないか  
①に関しては，「離れ」の普及していき方，②に関しては「離れ」が「大人」や
「隠れ家」や「一日一組限定」と同じように贅沢感のある静かで落ち着いた特
別な空間であることを示していると考えられる．興味深いのが③である．湯布
院には空間を有効活用する構造の大切さが昔からあったということである．確
かに「離れ」の建設に関しては，建築の法令上「新築」ではなく「増築」に分
類され，「増築」であれば一敷地一建物のルールにも当てはまるため，敷地内に
余っている土地さえあれば「離れ」の建設は非常にしやすい環境であると言え
る．  
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5.3.4 山梨県富士河口湖・山中湖周辺地域  
 
図  5-5 山梨県富士河口湖・山中湖周辺地域における特徴的なコンセプト宿分布  
（筆者作成）  
 
図 5-5 は山梨県に多く存在する「ペット」，「大人」，「子供・赤ちゃん」，「隠
れ家」のコンセプト宿の分布を特に密集している富士河口湖・山中湖周辺地域
に絞って示したものである．  
コンセプト宿率が 4 番目である山梨県では，「ペット」というコンセプト発
信宿が多く，その中でも富士五湖である河口湖と山中湖周辺，特に山中湖村に
多く分布している．  
このエリアは富士山の絶景スポットや忍野八海などの観光スポット，富士急
ハイランドなどのレジャー施設があり，また山梨県側からの富士登山の観光客
の通貨ルートでもあることから宿泊施設の数はもともと多く分布している．そ
のような中で，なぜ「ペット」というコンセプトに注力している宿泊施設が多
いのか．  
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山中湖は，以前は東名高速道路  御殿場 IC から籠坂峠を越えるルートしかな
かったが，今では東名御殿場 IC～東富士五湖有料道路，中央フリーウェイ大月
JCT～東富士五湖有料道路を経由し，山中湖 ICまでは東京都心から約 119km，
1 時間と少しの距離にあり，山道を通らず高速道路だけで湖畔近くまで行ける
ということで都心からのアクセスは良くなっている．即ち，東京からもっとも
近いリゾート地の 1 つであると言える．  
現在，山中湖は犬連れで入れるカフェ，レストラン，観光スポット，ホテル
が多くあり，愛犬家が楽しく快適に過ごせる，ドッグフレンドリーなプチ避暑
地として愛犬家にとって有名になっている．愛犬家たちがペットとの旅行の記
録を写真とともにインターネットや SNS にアップロードする機会が増え，そ
れが他の愛犬家たちへと拡散されていっているのだ．おすすめの観光ルートを
Web ページに作成しているものもいくつか見受けられた．また，公益社団法人
やまなし観光推進機構によって「One for WAN」というペットと行く山梨の旅
情報をまとめたウェブサイトも開設され，ペット連れ旅行をしたい人にとって
非常に有用な情報が掲載されている．  
富士河口湖・山中湖周辺のペット連れに向けたサービスを行っている施設や
サービスを調査すると，表 5-3 の通りになった．  
公園などの屋外施設だけではなく，遊覧船やロープウェイなどのアトラクシ
ョンでもペットの同伴が可能な場所があり，美術館や博物館においても同伴可
能な施設や預り所などのペット対応を行えている施設がある．また，ドッグリ
ゾート Woof や富士すばるランドドギーパークのような愛犬のために作られた
観 光 ス ポ ッ ト も あ る ． ま た ， 表 に は 記 載 し て い な い が 食 べ ロ グ
（https://tabelog.com/）によるとペット同伴可能な飲食店が河口湖・鳴沢地域
には 25 軒，山中湖・忍野地域では 19 軒存在するほか，ドッグラン設備のある
スペースもこの地域には存在する．  
これだけのペット連れ向けのサービスを展開しているのには，山梨県の施策
が背景にあるようだ．  
ペット同伴旅行の需要が急速に高まる中，山梨県では，ペットの受入可能な
宿泊施設・観光施設を総合的に PR することにより，本県において新しい旅行
需要に応えることを目的に，平成 25 年度より「ペットツーリズム推進事業」
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に  
表  5-3 山梨県富士河口湖・山中湖地域とその周辺のペット連れ向け施設・サービス  
施設・サービス名 概要 ペット優待 
ドッグリゾート
Woof 
ドッグランや温水プールなどがある愛犬
のためのリゾート 
犬のために作られた施
設 
花の都公園 30 万㎡のエリアに季節ごとに様々に彩り
を変える花々の共演が楽しめる「くつろ
ぎ」の園 
犬は無料で入園可能 
忍野八海 富士山の伏流水に水源を発する湧水池で
世界遺産富士山の構成資産 
犬は入園可能 
山中湖遊覧船 
白鳥の湖 
子どもからお年寄りまで老若男女を問わ
ず楽しめるよう従来の「プリンセス・オ
デット号」をリニューアルした遊覧船 
犬と一緒に乗船可能 
クラフトの里  
ダラスヴィレッジ 
山中湖畔に立つ当店は，手作り体験が楽
しめる工房と，バーベキューレストラン
が併設された「食べて遊んで一日楽しめ
るお店」 
全店内ペット同伴可能 
河口湖天上山公園 
カチカチ山ロープ
ウェイ 
河口湖の全景，富士山の裾野までの絶景
ロケーションが楽しめるロープウェイ 
ゴンドラ内のみケース
有ならば同伴可能 
補助犬はそのまま乗車
可能 
河口湖 
オルゴールの森 
美術館 
世界的に貴重なオルゴールや自動演奏楽
器が楽しめる音楽と花の楽園 
ペット預り所が無料で
開放 
河口湖北原ミュー
ジアム 
おもちゃのみならず，良き時代の広告か
ら現代作家まで，北原コレクションのほ
ぼすべてのアイテムが展示 
ペット同伴可能 
富士すばるランド
ドギーパーク 
富士の裾野に広がる家族皆で楽しめる広
～いペット可テーマパーク 
ペットと遊べる 
体験工房アントヴ 陶芸・ガラス工芸・彫金を中心に様々な
クラフト体験が出来る工房 
ペット同伴可能 
（Webサイト等をもとに筆者作成） 
 
取り組んでいる．この事業は山梨県の観光推進計画の地域資源活用戦略の中の
着地型観光の推進の項目に位置する． 平成 25 年度は，予算 3,675 千円を注ぎ
込み全国自治体に先駆けて「県内ペット受入可能施設のホームページ，
Facebook」を立ち上げた他，「受入可能施設のパンフレット作成・配布」など
“情報の発信・交流ツール”を整備し，情報発信に着手した．また，平成 26
年度は予算 1,424 千円で整備した Facebook，ホームページなどの情報発信ツ
ールを本格的に活用し，ディスクドッグ大会や八ヶ岳ペットネットが行うイベ
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ントなどより一層の情報拡散を図ることにより，ペット同伴の観光客の本県へ
の呼び込みを推進している．  
平成 28 年全国犬猫飼育実態調査（2016）によると，犬の飼い主が不便・不
都合に感じることの項目で，犬と一緒に旅行ができない，犬を連れて飲食店に
入れない，犬を連れて泊まれる宿泊施設が少ないといった意見が多いことが図
5-6 から分かる．そのような中で山梨県ではこのように全体でペットツーリズ
ムを促進しようという動きが起こり，ペット連れの観光客にとって観光しやす
い環境づくり，つまりはペットにとっての観光バリアフリー化が行われている．
ここでいう「ペットツーリズム」とは，「飼い主とペットが一緒に，日帰りや宿
泊の如何を問わず，非日常的な圏域や環境において，飼い主とペットの双方に
とって余暇を楽しむためのレクリエーション行動（東海林  2015）」を指す．  
こうしたペット連れの観光客が観光しやすい，そして元から観光地としての
ポテンシャルが高い富士河口湖・山中湖周辺地域は，今後もペットツーリズム
の観光地として栄え，「ペット」をコンセプトにした宿泊施設も増加するのでは
ないかと考えられる．  
 
 
図  5-6 犬の飼育上，不便・不都合なこと 年代別  
    （出典：平成 28 年全国犬猫飼育実態調査（2016）（一部修正））  
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5.3.5 静岡県伊東市  
 
図  5-7 静岡県伊東市における特徴的なコンセプト宿分布 （筆者作成）  
 
図 5-7 は静岡県に多く存在する「ペット」，「隠れ家」，「離れ」，「素泊まり」，
「大人」，「子供・赤ちゃん」のコンセプト宿の分布を特に密集している伊東市
周辺地域に絞って示したものである．  
コンセプト宿率が 5 番目である静岡県では伊豆半島にコンセプト宿の多くが
集中しており，その中でも特徴的なのが伊東市であり，そこで 1 番目立つのが
山梨県富士河口湖・山中湖周辺地域と同じく「ペット」のコンセプトである．  
伊東市は，静岡県の東端にあり，首都圏から近く交通の利便性にも恵まれて
いることから，古くから温泉保養地として親しまれてきた．市の区域の約 45％
が「富士箱根伊豆国立公園」に指定されおり，温暖な気候と豊かな自然環境か
ら，1960 年代には，市の南部で別荘分譲地，観光施設やレジャー施設等の開発
が進み，現在では，「伊豆高原」をブランドとして日本有数の別荘地・リゾート
地域となっている．しかし，伊東市への観光客数は，1991 年をピークにして，
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20 数年もの長い間低迷を続けている．かつて温泉客でにぎわっていた温泉街は
寂れ，若い観光客が大挙して押しかけていた伊豆高原リゾートもかつての輝き
を失ってきていた（玉木  2014）．ところが，近年伊東市では特に一部の客層に  
とって聖地のような扱いをされている．それがペット連れ観光客である．先に
述べた山梨県富士河口湖・山中湖周辺地域と同じようにペット連れで入れるカ
フェ，レストラン，観光スポット，ホテルが多くあり，愛犬家が楽しく快適に
過ごせるエリアとして有名になっている．また，「伊豆高原ってイヌ高原」とい
うキャッチコピーのもと，ペットと一緒に楽しめる環境を推進するプロジェク
トを行うイヌ高原観光協会という観光協会が存在し，ペット連れにやさしい環
境づくりに努めている．  
伊東市周辺のペット連れに向けたサービスを行っている施設やサービスを
調査すると，表 5-4 の通りになった．公園などの屋外施設だけではなく，遊覧
船やリフトなどのアトラクションでもペットの同伴が可能な場所があり，美術
館や水族館においても同伴可能な施設がある．また，愛犬の駅のような愛犬の
ために作られた観光スポットもある．  
伊東市への観光客の居住地の上位が東京都，神奈川県，埼玉県，千葉県であ
ることから伊東市への観光客の大半が首都圏から訪れていることが分かる（図
5-8）．それに対する追い風のように，アクセスの面では 2014 年には圏央道と
伊豆縦貫道の開通により伊豆の大平 IC まで東京の八王子 JCT からは最短約
100 分，埼玉の鶴ヶ島 JCT からは約 130 分で到達できるようになった．これに
より，首都圏から伊豆へのアクセスが以前よりも良くなり，伊豆は車で旅行し
やすい観光地として今後の更なる成長が見込める場所であると考えられる．  
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表  5-4 静岡県伊東市とその周辺のペット連れ向け施設・サービス  
施設・サービス名 概要 ペット優待 
愛犬の駅 
愛犬ととことん遊べる 総合ドライブイ
ン．2016 年３月 OPEN ペットと遊べる 
伊豆シャボテン公園 
1500 種類のサボテンや，カピバラをは
じめ 120 種類の動物たちと驚きの近さ
でふれあいができる動物公園 
ペット同伴可能 
伊豆ぐらんぱる公園 
船型立体迷路 KAiZOKU，ジップライン，
ウォーターバルーンをはじめとしたア
トラクション，パークゴルフ，わんちゃ
ん（犬）と一緒に楽しめる 
ペットと遊べる 
神祇大社 愛犬と一緒にお参りできる神社 
ペットとお参り可能 
ペット用の水場，犬型
の絵馬 
大室山 
伊豆・伊東・伊豆高原のランドマーク的
な存在で国指定の天然記念物 
ペットとリフト同伴可
能 
小室山 
美しい草原から伊豆を 360 度楽しめる
パノラマ展望台 
ペットとリフト同伴可
能 
伊豆アニマルキング
ダム 
動物園，遊園地，ゴルフ場を完備した複
合型レジャーランド 
10kg 以下の犬のみペッ
ト同伴可能 
園内飲食店も同伴可能 
陶芸体験工房えんの
かま 
陶芸体験工房 ペット同伴可能 
伊豆高原わんこの森 体験工房，森カフェレストラン，伊豆高
原わんこの森ドッグラン 
ペット同伴可能 
ペットと遊べる 
伊豆高原メルヘンの
森美術館 
ほのぼのとしたぬくもりのある絵画を
約１３０点展示 
ペット用ドレス，タキ
シードで記念撮影可能 
ベルクルーズいとう 
ゆーみんパイレーツ 
道の駅伊東マリンタウン発海賊遊覧船
（半潜水式水中展望船） 
ペットと乗船可能 
下田海中水族館 どこよりもイルカに近づける水族館 小型犬でケージやバッ
グに入れれば同伴可能 
テディベアミュージ
アム 
かわいいテディベアに会える美術館 小型犬でケージやバッ
グに入れれば同伴可能 
道の駅 伊東マリンタ
ウン 
海の見える日帰り温泉・足湯のほか，和
洋中の様々な食事と地物お土産などの
ショッピング，遊覧船やレンタルボード
で海上クルージングを楽しめる 
遊覧船同伴可能 
ペット専用足湯 
伊豆高原 体験の里
陶芸体験 八幡野窯
（やわたのがま） 
体験の里内，ワンちゃんと一緒に陶芸体
験の出来る工房 
ペット同伴可能 
（Web サイト等をもとに筆者作成）  
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図  5-8 伊東市を訪れる観光客の居住地   (N=1700) 
（出典：平成 28 年度伊東温泉観光客実態調査報告書）  
 
「ペット」のコンセプト宿の普及の背景には，まずペットのコンパニオン化
等によるペットツーリズムの流行があった．その結果，ペット連れを誘致しや
すい高原や海沿いといった十分な地理的環境に恵まれた地域や，ペット向けや
ペット対応のある観光スポットのある地域にある宿泊施設が「ペット」のコン
セプト宿として新たなターゲティング戦略を行うようになったと考えられる．  
また，「ペット」のコンセプトは今回山梨県富士河口湖・山中湖周辺地域と静岡
県伊東市の 2 つの地域の事例をもとに考察することができた．  
たとえ，ペットが宿泊可能な宿泊施設が豊富にある地域でも，ペットと楽しめ
る観光スポットが周辺になければ，ペット連れ観光客は宿泊旅行に来てはくれ
ない．なぜならば，今やペットも家族の一員であるわけで，飼い主だけが楽し
める観光スポットをまわる旅行にはペットを連れていくとは考えられないから
である．反対についても同じで，ペットと楽しめる観光スポットが豊富にあっ
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ても，宿泊設備が不十分であるとペット連れ観光客は訪れなく，別の地域へ旅
行してしまったり，ペットを連れて旅行をしなくなったりしてしまう．今回取
り上げた 2 地域が，宿が先か観光スポットが先かどちらかはわからないが，宿
泊施設と観光スポット双方の共生共栄関係にあることは見て取ることができた
と言えよう．それらを背後からバックアップする公的施策が存在するとなお一
層その地域のペットツーリズムとしてのブランドは強固になる．  
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6 結論  
6.1 結論  
コンセプト宿の全国的な分布傾向から，観光目的の宿泊客が多い宿泊施設の
激戦区ではコンセプト宿の出現率が高いことが分かった．反対にビジネス目的
の宿泊客が多く，別の観光地への経由地にもなりやすい主要都市では，宿泊施
設が多い激戦区にもかかわらずコンセプト宿は少ないことが分かった．  
 
コンセプト宿を利用した宿泊者による宿泊レビューから，コンセプト宿の方
が比較的家族での利用が非常に多く，一人での利用は非常に少なくなることが
分かった．また，同行者は恋人との利用も多く，仕事仲間との利用は少ないこ
とが分かった．コンセプト宿はビジネスではなく観光を目的とした旅行者に利
用される傾向にあることも分かった．  
上記の 2 つの事から一人でのビジネス目的での宿泊者はコンセプト宿を利用
する傾向が弱く，恋人や家族といったプライベートな同行者のいる宿泊者が観
光目的での旅行で利用する傾向が強いと言える．  
「隠れ家」，「大人」，「離れ」，「和」，「バリアフリー」のコンセプト宿は宿泊
レビューの数値評価において平均値がかなり高く，それらの分散値も非常に低
い事から，コンセプト宿は利用者のほとんどから高評価を受けている宿といえ
る．つまり，この 5 つのコンセプトを現在設定し発信している宿泊施設は，宿
泊者のニーズを満たしている優秀な宿泊施設であると言える．「隠れ家」，「大人」，
「離れ」，「和」，「バリアフリー」のコンセプトを今後設定しようと考えている
宿泊施設は，現在既にこれらのコンセプトを発信している宿泊施設の持つ要素
が非常に参考になる．  
 
 
宿泊表（2017）のデータを用いた分析によって，宿形態に関してはコンセプ
ト宿の方が比較的旅館とホテルの割合が低くなり，その分ペンション・ゲスト
ハウス・オーベルジュの割合が高くなっていることが分かった．また，カプセ
ルホテルも若干ではあるが割合が高くなっていることから，小規模な宿泊施設
79 
 
や宿泊特化型の宿泊施設がコンセプトを設定している傾向が強く，これらの宿
形態はコンセプトを設定・浸透させやすいのではないかと考えられる．  
 
さらにコンセプト宿の全国分布より，コンセプト宿が 1 番密集しているのは
従来から宿泊施設の多い温泉街の地域であった．それに次いで密集しているの
が東京・沖縄・京都・大阪・札幌のように国内外から人気の高い都市部の観光
地であった．例えば，既存の温泉宿が宿泊施設単体としての生き残りを懸けて
温泉とは別の新たな付加価値を付けてコンセプトとして発信するというケース
が考えられる．一方，最近のインバウンドの増加などで，インバウンドだけで
なく国内旅行者にとっても宿泊環境が不足している中，次々と新しい宿泊施設
がオープンし，競争が激化する中で，宿泊施設の他の宿泊施設との差別化を図
る意味でコンセプトを設定していると考えられた．  
都道府県ごとの全宿泊施設数とコンセプト宿数のデータから，宿泊施設数と
コンセプト宿数には強い正の相関がみられた．宿泊者数と合わせて考慮すると，
宿泊施設が密集している激戦区であっても，ビジネスなどの観光目的でない宿
泊者も多く来訪することが見込める地域では，コンセプトを使った差別化戦略
は比較的行われていない．反対に観光目的での宿泊者の割合が高く，かつ宿泊
施設の多い激戦区では，コンセプト宿の出現率が比較的高い．  
 
また，それぞれのコンセプトの 5 章 6 章で考察を行ったコンセプトに関して
は，その特徴を表 6-1 にまとめることができた．大分類として，施設コンセプ
ト，サービスコンセプト，ターゲティングコンセプトと複合コンセプトに分け
た．  
 例えば，自宿が現在ペンションを経営しており，山岳高原地帯に立地してい
る場合は，当てはまる場所を表 6-1 から探すと，周辺にペットツーリズムの観
光資源があれば「ペット」，無いようであれば「大人」のコンセプトを設定・発
信し，現在それらのコンセプトを設定・発信している宿泊者からの評価の高い
コンセプト宿のサービスを参考にすると良いことがわかる．反対に，例えば「女
性」向けのコンセプト宿にこれからしていきたいと考えるならば，表 6-1 の「女
性」のコンセプトの段を見ると，宿泊施設の利用者が家族だけでなく，一人や
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仕事仲間も比較的多いので，シングルルームを増やしたり，一人様向けのサー
ビスを始めたり，女性グループが喜びそうな内装や設備，アメニティを心がけ
ると良いことが分かる．  
 
 本論では，最終的には限定されたコンセプトに偏った話になってしまってい
るが，コンセプト戦略の根本は他の宿泊施設との差別化が狙いであることを忘
れないようにしたい．しかし，あまりにも独自の表現をしたコンセプトや分か
りにくいコンセプトでは，そのような宿泊施設は宿泊検討者には理解されなか
ったり，警戒されたりして選んでもらえない．そのためには，コンセプト宿は，
世間のニーズに応えつつも他とは違った表現方法，だけれども表現は分かりや
すくさせることが理想である．  
コンセプトを今後設定し発信しようとする宿泊施設は，自宿の特徴はもちろ
んのこと，宿泊施設が立地する地域の特徴を十分に把握し，それに見合ったコ
ンセプトを設定・発信することが宿泊者にとって満足度の高い評価を得る宿泊
施設になる．  
なお，本研究では扱えていないが，今後はインバウンドの増加により外国人
宿泊客の需要が高まることが予想される．そのため，外国人にも対応した Web
サイトでの情報発信や宿泊サービス，プランなども考慮することが集客の 1 つ
のヒントとなる．   
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表  6-1 コンセプトごとの特徴まとめ  
  
注）行はコンセプト，列は宿泊施設の特徴を表す．  
（筆者作成）  
 
同行者 宿泊目的 評価 宿形態 多い地域 出現理由
外国 ◎家族 レジャー 高い ー ー ー
大正時代 ◎家族 レジャー
高い
※しかし評価に
ばらつきあり
ー ー ー
デザイナーズホテル・
旅館・ ペンショ ン
◎家族 レジャー 高い ー ー ー
バリアフリー ◎家族 レジャー 非常に高い ー ー ー
離れ ◎家族 レジャー 非常に高い ー 湯布院
限られた敷地で
空間を有効活用
和 ◎家族 レジャー 非常に高い ー ー ー
一日一組限定 ◎家族 レジャー 高い ー
京都市
西日本に多い
・ 景観条例や都市
計画などの規制や
施策によって小規
模建造物で宿を経
営する場合生じや
すい
・ 観光目的の来訪
者が多い地域
素泊まり ◎家族 レジャー
高い
※しかし評価に
ばらつきあり
ー
全国に散在だが島に
目立つ
ー
大人 ◎家族 レジャー 非常に高い
旅館・ ペン
ショ ン・ ゲス
ト ハウス・
オーベルジュ
全国に散在だが臨海
部・ 山岳高原地帯が
目立つ
ー
子供・ 赤ちゃん ◎家族 レジャー 高い ー ー ー
男性
◎家族
〇仕事仲間
レジャー 高い ー ー ー
女性
◎家族
〇一人
〇仕事仲間
レジャー 高い ー ー ー
ペッ ト ◎家族 レジャー 高い
ペンショ ンや
コテージなど
の一軒家タイ
プが多い
山中湖河口湖・ 伊豆
半島
臨海部・ 山岳高原地
帯に多い
周辺にペッ ト ツー
リズムの観光資源
がある
隠れ家 ◎家族 レジャー 非常に高い 旅館が多い
全国に散在
内陸部に多い
ー
美・ 健康
◎家族
〇友達
レジャー 高い ー ー ー
リ ラッ クス・ 癒し ・ 安
らぎ
◎家族 レジャー 高い ー ー ー
施設
サービス
ターゲ
ティ ング
複合
コンセプト
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6.1 制約と課題と今後の展望  
 本研究における課題として最初に，研究対象となるコンセプト宿が宿泊予約サ
イト楽天トラベルにおいてコンセプトを発信している宿泊施設のみであったこ
とが挙げられる．宿泊予約サイトによっては，宿名の微妙な表現方法が異なる
ことがあるため，ある宿泊予約サイトではコンセプトを発信していないように
捉えてしまうことができる宿泊施設や，反対に楽天トラベルでは発信していな
いが他の宿泊予約サイトでは発信している宿泊施設の存在も十分に考えられる．
しかし，本研究では少なくとも契約施設数が日本で一番多い楽天トラベルにお
いてはコンセプト宿といえる宿泊施設を全て研究対象にすることが出来たと言
えよう．  
 また，本研究では宿泊施設の人的資源や宿泊施設の詳細なサービスの観点は
扱っていない．そのため，コンセプト宿がコンセプトを設定・浸透させるにあ
たり従業員の構成や，実際にはどのように従業員は接客を行っているのか，サ
ービスの具体的な内容，アメニティの量・質などを把握することは出来ていな
い．  
 それから本研究で使用した宿泊レビューの数値評価についてだが，実際には
風呂や食事，設備や従業員の接客などを踏まえた評価であるため，コンセプト
のみに対する評価を扱えたわけではない．しかしながら，総合評価ではコンセ
プトに対する評価も 1つの要素として影響を及ばしていると考えられることか
ら本研究で数値評価を使用することにした．また，対象としたコンセプト宿の
数値評価と宿形態のサンプル数があまり集まらなかったため少数のコンセプト
しか分析することが出来なかった．数値評価の原因に関しては，評価を掲載し
ていない宿泊施設が複数存在していることである．宿形態の原因は，楽天トラ
ベルの掲載宿泊施設と宿泊表（2017）の掲載宿泊施設に多少の違いや不足があ
ったことである．これらのデータをさらに多く収集することが出来れば，より
多くのコンセプトについて分析することが出来る．  
 なお，対象としたコンセプト宿がいつからコンセプト宿として経営を行って
いるのかを知ることが出来れば，コンセプト宿の前と後で評価の違いや宿泊者
属性の変化などを把握することができる．  
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 そして，本研究では数値データを用いた分析が中心であったため，少数の宿
泊施設しか設定・発信していないコンセプトにあまり目を向けることができな
かった．しかし，差別化戦略という意味ではこの少数宿の方が他の宿泊施設と
の差別化が行えているといえる．  
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